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	日時：平成16年1月28日（月）　18時00分～21時00分
	場所：静岡がんセンター中央カンファレンス３，４（３F）
	出席者：
	議事
	（１） 実施中の臨床研究の継続について
	・被験者の安全性情報、当院で起きた報告の必要な有害事象に関する審議  ６件
	（２） 学会ガイドラインにより要求される事例毎の倫理診断
	①16歳健常血縁ドナーからの末梢血幹細胞採取
	【今後の倫理審査について】
	（３） 迅速審査報告（３件）
	・実施中の治験実施計画書の軽微な変更    １件
	・実施中の治験実施計画書、治験薬概要書の軽微な変更  １件
	・実施中の治験の契約症例数追加     １件

	（４） 臨床研究の実施について（委員会審査）
	【保留の案件】
	①悪性黒色腫に対する樹状細胞を用いた腫瘍特異的免疫療法
	②非小細胞肺癌患者におけるゲフィチニブ投与及び非投与での急性肺障害・間質性肺炎の相対リスク及び危険因子を検討するためのコホート内ケースコントロールスタディ
	③粒子線治療装置（陽子タイプ）の使用成績等調査

	【新規申請】
	①Stage Ⅱ－Ⅳ Mullaerian carcinoma （上皮性卵巣癌、卵管癌、腹膜癌）に対するCaonventional TJ(Paclitaxel + Carboplatin)とDose－Dense　TJ（weekly Paclitaxel+Carboplatin）のランダム化比較試験



